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【背景・目的】 日本スポーツ界において、女性アスリー

トの数が増加し、その競技力が向上していることに比べ、

女性指導者の活躍は限定的である。また研究面に目を向け

ると、女性アスリートや女性指導者に焦点を当てた研究は、

特に国内においてその数や種類が限られている現状があ

る。すなわち女性アスリートを対象とした医学的・生理学

的研究は増加しているものの、女性指導者を対象とした研

究の蓄積は、総じて少ない。 
以上を踏まえ本研究では、これまで取り上げられること

の少なかったスポーツ界における女性指導者を研究対象

として据える。具体的には、女性アスリートを指導する際

の指導者の在り方を明らかにすることを目指し、「『女性ア

スリートと男性指導者』の組み合わせと『女性アスリート

と女性指導者』の組み合わせでは、押さえるべき指導上の

観点が異なるのではないか」との見立てを行う。この見立

てについて、文献研究の手法をもって質的な検討を行い、

コーチング実践上の課題へと繋げることを本研究の目的

とする。 
 
【方法】 本研究では、論文検索サイト（J-STAGE、CiNii
および Google Scholar）において「コーチング」「女性指

導者」「性差」というキーワードで検索を実行した。これ

らの作業により抽出された書籍・論文等について、内容に

基づいて分類し、指導者の性別により押さえるべき指導上

の観点が異なるかどうかについて、検討・考察を加えた。 
 
【結果】 本研究により、女性指導者を取り巻く現状の一

端が明らかになった。以下、その内容を概観する。 
まず、女性指導者の数や割合に言及している研究が複数

見られた。たとえばアメリカにおいては、スポーツ界にお

ける女性指導者の割合が減少している。スポーツコーチン

グに携わる女性を除いて、ほぼすべての職業で女性の割合

が増加しているにも関わらず、である 1)。具体的には、1972
年にアメリカの大学スポーツにおいて女性アスリートを

指導するコーチは 90％以上が女性であったが、タイトル

Ⅸの成立以降その割合が減少し、2006 年には 43％未満に

まで落ち込んでいることが示されている 2)。日本において

も女性指導者の数や活躍は限定的であるが、そこに至る経

緯は日本とアメリカで大きく異なると考えられる。 
 さらに、女性指導者は個人競技を指導することが多く、

競技レベルが高くなるほど女性指導者の割合が低くなる 3)

ことや、メンター（指導者）とプロテジェ（被育成者）の

関係性は、性別と態度の類似性が高いほどメンタリング量

が多くなり、性別の類似性は関係が長くなるにつれてメン

タリング量が減少する 2) ということも明らかになってい

る。 
 指導の対象である女性アスリートについても確認して

みたい。女性アスリートの特徴は、大学生のボールゲーム

チーム（球技）を対象とした研究において、男性アスリー

トに比べて女性アスリートのチーム力尺度が高い 4) とい

う点にあるとの指摘がある。また、2011 年バレーボール

学会のシンポジウム報告では、女性アスリートは男性アス

リートに比べて非常に細かいところまで教えなくてはい

けないことや、ティーチングからコーチングに移行するま

での期間が長いこと、受容感を求める傾向が高いためより

多くのコミュニケーションが必要であるとの言及がみら

れる。 
 
【考察】 女性指導者を対象としたこれまでの研究の多く

は、人数や割合を増加させることを前提としていた。しか

しながら、アスリートを育成する上では、その数を増やす

方策を検討するだけでなく、女性指導者の在り方を明らか

にすることで指導環境の向上に繋がると考えられる。メン

ターとプロテジェの研究で示されているように、ヘッドコ

ーチとアシスタントコーチの関係において、性別と態度の

類似性が高いほどメンタリング量に肯定的な影響がある

ことが明らかになっている。この見解から、指導者とアス

リートの関係においても、性別と態度の類似性がメンタリ

ング量に肯定的な影響を与えると推察される。さらに女性

アスリートを指導する際には、チーム力やコーチングの方

法などにおける特徴を踏まえて指導する必要があるだろ

う。これらの点から、男性指導者・女性指導者ともに女性

アスリートの特徴を理解すること、また性別と態度の類似

性を意識して指導に臨むことが有効であること、を導き出

すことができる。 
 
【結論】 女性アスリートと指導者については、両者の性

別や態度の類似性・差異性により、指導上の観点が異なる

と考えられる。 
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